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超新星のサンプルを集めたり、重力波発生源の電磁波対応天体を検出するために、可視光突発天体の広視野サーベイ観測が盛んに行われるようになっ




























(x, y, z) 空間上の１点が、(ρ, φ, ψ, θ)空間上の１枚の曲面に対応する。
Θは、移動天体の速度に相当するパラメータ。Θを fix した場合は、(x, y, z)
空間上の１点が、(ρ, φ, ψ) 空間上の１本の曲線に対応する。








– 12 frameから成る。2Hz のデータ。





Velocity = 2 (pixel /sec) , ψ = 149 度
 3次元中の直線を検出するHough変換の式を導出した。























Velocity (pixel/sec) = tan(θ):  0.75 – 3.75, 6 分割
(ρ, φ, ψ) = (1000  bin, 200 bin, 200 bin)
使用CPU: Intel Core-i7 (3.20GHz) 1 core を使用。
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